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ユング心理学研究会 
夏季特別講座 



～これまでの歩み～ 

 

☆過去１０年以上にわたって、キリスト教神学の研
究をしていたことがありました。 
 

☆ドイツ留学時に、心身相関論に興味をもち、奇
跡的治癒の研究をしていました。 
 

☆現在、精神神経免疫学（心理学・脳神経・免疫
系）の研究をしながら、カウンセラーとして働いてい
ます。 



キリスト教世界における 
不思議な出来事 

                          １．マリア出現 

                          ２．エクソシスト 

                       ３．聖痕 Stigmata 

              ↓ 

   磔刑のイエスが受けたのと同じ傷が 

  体の一部に血や痛みを伴って現れる現象 

              ↓ 

         奇跡＝神の介入？ 

 

 



イエス・キリストの磔刑の様子 



聖痕が現れた 
カトリックの聖人や聖女 

１．アッシジの聖フランチェスコ（１１８１～１２２６） 

 

２．シエナのカタリナ（１３４７～１３８０） 

 

３．聖ピオ神父（１８８７～１９６８） 



聖ピオ神父 

最初の聖痕を体に受けたのは1918年9月２０日だった 

 



聖痕はなぜ現れるのか？ 

        天地創造の神話＝元型 
                 
    人間の位置づけ＝神の似姿（Imago Dei） 
                 
     信仰＝キリストに倣う（Imitatio Christi） 
                 
        観想・祈り＝イメージする力 
 
   心と体のあいだに起きたシンクロニシティ― 
   


